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おまじない



　僕は歴史とオカルトが好きで、暇を見つけて研究のまねごとをしているせいか、
不思議な縁を引き寄せてしまう事がある。これもそんな話の一つだ。

「恩納さん、お化けって信じます？」
お昼時、会議室で弁当を食べながら同僚のK美さんが聞いてきた。
「いきなりだね〜どうしたの？」
K美さんは会議室を見回すと、今なら大丈夫かなと独り言ちてから話し始めた。
いつもは何人かの弁当組が使用しているが、この日に限って僕たち２人だけだった。
「最近なくなった祖母、ユタだったんですよ。それもかなり有名な。」
　K美さんの母方の家系はサーダカー、いわゆる霊能力が高い家系だという。
みんなに能力があるかといえばそうではなく、隔世遺伝のように出てくるとか。











K美さんの母親には霊能力というものはなかった。おばあさんがユタであったにも関わらず、スピリチュアルに関しては無関心だそうだ。
「祖母はユタの仕事を家族に手伝わせる事はなかったですね。塩、買ってきてくらいかな。」
K美さんは無関心というわけではなかったが、能力があるわけでもないので積極的でもなかったし、毎日おばあさんを頼ってやってくる人達を見てもピンとこないというのが正直なところだった。両親が共働きで、おばあさんに預けられる事が多かったK美さんにとって、優しいおばあさんにすぎなかったのだ。
　しかし、先日おばあさんが亡くなってから、自分にも霊能力があるのかもしれないと思うようになったというのだ。
「恩納さん、あんまーくーとぅって知ってます？」
「あんまーくーとぅって・・・お母さんが子どもにするアレ？」
あんまーくーとぅとは、子どもが外出する時にするおまじないとでもいえばいいか。
あんまーくーとぅ、ぬーん　いんじゅなよー　あんまー　どぅ　いんじゅんどーといいながらなめた指で、子どもの額に唾をつける。お母さんだけ見ていなさい、悪いものを見てはいけないよという意味があると聞く。
「子どもの額には３つ目の目があって、それでマジムンを見てしまうからだと祖母がいっていました。」
「本職がいうとリアルだなぁ。」
「ですよね！私も子どもの頃はよくやってもらっていました。ホントかなぁと思いながらも、その頃は怖いのが苦手だったから、してもらうとなんかほっとしてました。でも、今はホントだったのかなって思ってます。」
「どういう事？」
「祖母が亡くなってからいろんなものが見えるんです。」
　最初は目がおかしくなったと思ったのだと言う。
「歩いていると突然目の前に靄がかかったり、視界の隅にちらちら動くものがあったり…」
しばらくすると木陰に小学生くらいの子どもがたたずんでいるのがはっきり見えるようになった。
「最初は近所の小学生かと思ったんですけど、着ている着物が昔話に出てくる子どものようなんですよね。それでおかしいなと。
母方の家系の事もあるし、もしかして見えないものを見ているんじゃないかって思い始めたんです。」












「おばあさんのおまじないは効果あったんだね。」
「そうかもしれないですね〜。最初は気味が悪いと思ったし、自分がおかしくなったんじゃって不安になったんですけど、最近はどんなもんかみてやろうという気持ちにもなってて・・・」
「なんで僕に話したの？」
「恩納さんは先入観なしに聞いてくれそうだったのと、おまじないの事も何か知っていそうだったから。」
弁当箱を片付けながらK美さんは続けた。
「ホント、いろんなモノが見えるんですよ。
ぼんやりとしたものだったり、古い道具だったり・・・妖怪とかお化けとか、そんな感じです。見えるからといって何がわかるわけでもないですけど。思い込みかなぁ。」
おまじないについては僕には情報がなかったが、頼れそうなユタを数人紹介した。

　あれから僕はK美さんからちょくちょく見たものの報告を受けている。怖いめに合わない間は観察してみるつもりだという。
霊感とか全くない僕は正直うらやましい。マジムンや幽霊といったふわふわした存在がいるのならば見てみたい。三つ目の目が開いてくれないかと密かに願っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了

　　　　2015年3月
　　　　UST番組
　　　　琉球あやかし堂「あやかし文庫」で公開
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パナワークス


沖縄を拠点に活動するナレータ事務所の文芸部。沖縄発・怪談UST番組「琉球あやかし堂」を制作・出演。出演・執筆などについてはホームページより。http://www.pana-works.com
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